









三 ≡ 妄 …喜壷 二 二第8号 (つBAKU 198年2月
ト共同研究センター の設置をEl指して 所長 新庄輝也 (1)
ト大学のカリキュラムについて思う
名誉教授 北丸屯三 (3)





助放校 州 安緋 (8)



























































































































































































































































































































































究所のサーノトー マシン (表 1)として利用すること

































































区 分 マ シ / 性 能 等 主なソフトウエア
CPU数 4台主記憶客足 lGB拡張記憶容量 1 UniChem.EnSight,ⅠMSL
FJ!論Jr<大性能 50GFLOPS
ディスク容量 1.152TB




データベース名 内 容 利用方法


















































































































































































































































































































(1)化学と地球環境 一君たちの英知が地球温暖化を防ぐ一 教授 松井 正和








































(1)｢超｣の世界を見てみよう 解 析 部 会
(2)原子を並べて好みの無機物質をつくる 撫 梯 部 会
(3)元素と分子を自由に操り､ほしいものだけをつくる 有 接 部 会
(4)高分子の形､動き､性質を自在にコントロール 材 料 部 会











































































































































































































































































(生体分子樵能研究部門口 教授 江崎 信労)
平成9年8月1日
[教育職】




･上根 勝 謹型課経理掛 配'R替
(経理部経理課より)
















･宇野 武男 事務部長 配班称
(胸部疾.数研究所郡紡部良より)
編 集 後 記
広報 ｢黄柴｣は年度内2回発行していますが､年度
当初の内容を少しでも早くお届けするため､今年度
から第1回日を7月発行に変更しました｡これに伴っ
て､2回目の発行を2月に設定しましたが､年度末
の報告を掲載する必要もあり､少し遅れて下旬の発
行になりました｡柘鵜については､できるだけ親し
みやすい細面とするように努力をいたしましたが､
第8号では掲載すべき内容も多岐にわたり､年度末
の仕事も多いため当初の計画通りには進みませんで
した｡それでも何とか広報編JLlの亜群を果たさせて
いただけたものと信じ､これもひとえに､ご多忙の
ところ快く軌範をお引き受け頂いた方々をはじめ､
F非日系各位のお陰と､厚く御礼を申し上げます｡
広報委員会委員 堀井文敬 (委員長)､械尾俊信､
江崎倍労､掬谷倍三､宇野武男､
嶋田 至､光 雄-･
連絡先 京都大学化学研究所 総和苫米
電話 077L1-38-3004(ダイヤ)レイン)
